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「食創生都市」を目指すために現在、本市が計画を進め
ている「食の拠点」施設整備について解説します。
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▲九州高校野球県予選　妻高校準優勝（４月５日）
サンマリンスタジアム宮崎での決勝戦。日南学園に８対１で破れたも
のの、地元妻高校が見事準優勝を果たしました。50 年ぶりとなる同
校の決勝進出に在校生や OB など多くの人が応援に駆け付けました。
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平
成
23
年
３
月
に
策
定
し
た
第

四
次
西
都
市
総
合
計
画
で
は
、
市

民
と
協
働
し
て
進
め
る
西
都
づ
く

り
の
目
標
像
を
「
元
気
な
日
本
の

ふ
る
さ
と
西
都
」
と
し
、「
未
来

へ
と
勇
躍
す
る
『
食
』
創
生
都
市
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
い
る

本
市
に
は
、
豊
か
な
大
地
の
恵
み

で
あ
る
安
全
で
お
い
し
い
農
畜
産

物
や
加
工
品
、
料
理
な
ど
が
豊
富

に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
資
源
（
ち
か

ら
）
を
生
か
し
て
雇
用
の
創
出
や

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
市
民
や

訪
れ
る
人
々
に
癒
や
し
と
力
を
与

え
る
都
市
を
目
指
し
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
計
画
を
進
め
て
い
る
「
食

の
拠
点
」
施
設
は
、
東
九
州
自
動

車
道
の
全
線
開
通
や
広
瀬
バ
イ
パ

ス
の
完
成
を
間
近
に
控
え
「
交
流

新
時
代
」
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
中
に
お
い
て
、
本
市
の
食
や
観

光
の
情
報
を
一
体
的
に
市
外
・
県

外
へ
向
け
発
信
す
る
こ
と
で
、
観

光
客
を
効
果
的
に
誘
致
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
観
光

客
の
皆
さ
ま
に
本
市
の
食
の
豊
か

さ
や
お
い
し
さ
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
市
内
の
観
光
地
や
史
跡
、
中

心
市
街
地
に
誘
導
す
る
こ
と
で
、

本
市
の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
た

め
の
拠
点
施
設
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

県
内
の
各
自
治
体
で
は
、
東
九

州
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
見
据

え
、
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
け

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
も
「
交
流
新
時
代
」
の
到
来
を

好
機
と
し
て
捉
え
、
県
央
部
で
あ

る
地
理
的
条
件
や
西
都
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
持
つ
可
能
性
を
最
大

限
に
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
間
競

争
を
勝
ち
抜
く
た
め
の
拠
点
施
設

の
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
「
食
の
拠
点
」
施
設
は
、
物
産

販
売
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
加
工
研
修

室
や
観
光
案
内
な
ど
を
備
え
た
施

設
と
し
て
計
画
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
農
林
漁
業
者
や
食
関
連
企
業

と
の
連
携
、
中
心
市
街
地
や
観
光

地
な
ど
の
点
を
線
で
繋
げ
る
役
割

も
果
た
し
、
６
次
産
業
化
の
拠
点

と
し
て
産
業
の
活
性
化
を
図
る
な

ど
、
本
市
全
体
の
経
済
浮
揚
を
け

ん
引
す
る
た
め
の
施
設
で
も
あ
り

ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
は
、「
食
の

拠
点
」
施
設
を
地
域
の
資
源
（
た

か
ら
）
を
生
か
し
、
新
た
な
魅
力

を
「
創
る
」
拠
点
、
本
市
の
農
業

や
観
光
、産
業
な
ど
を
「
繋
げ
る
」

拠
点
、
そ
し
て
本
市
の
魅
力
や
情

報
を
「
発
信
す
る
」
拠
点
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
、
本

市
の
将
来
に
有
益
な
施
設
と
な
る

よ
う
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、「
食
の
拠
点
」
施
設
の
目

的
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

 広報さいと May 2014　02

〜  食創生都市を目指して  〜

西都市の「食の拠点」

　　　　　　　施設整備について

西都市の「食の拠点」

　　　　　　　施設整備について

Kazumi　Hashida

—　今こそ地理的条件を生かし
　　　　　　　　　拠点施設の整備を　̶

交流新時代の到来
—　今こそ地理的条件を生かし
　　　　　　　　　拠点施設の整備を　̶

交流新時代の到来
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道
路
交
通
網
が
整
備
さ
れ
る
中
、

計
画
が
進
ん
で
い
る「
食
の
拠
点
」

整
備
は
、
人
の
動
き
方
が
変
わ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
、
ま
さ
に
今

が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　

立
地
条
件
と
し
て
は
、
高
速
道

路
の
西
都
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で

市
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
を
引
き
込

む
に
は
、
や
は
り
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
い
ま

す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
手
軽

に
情
報
を
検
索
で
き
る
反
面
、
情

報
の
範
囲
が
広
す
ぎ
て
絞
り
き
れ

な
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
そ

ん
な
お
客
さ
ん
に
対
し
て
、
市
の

情
報
を
集
約
し
た
「
情
報
発
信
の

場
」
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果

た
せ
る
場
所
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
西
都
市
の
魅
力
は
、

や
は
り
「
食
」
で
ア
ピ
ー
ル
す
る

の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
西
都
産

の
野
菜
な
ど
を
調
理
し
た
「
田
舎

の
朝
ご
は
ん
」
や
体
験
型
の
「
料

理
講
座
」
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

と
に
か
く
民
間
と
行
政
が
一
体

と
な
り
、
農
業
・
観
光
・
商
業
が

集
約
さ
れ
た
も
の
を
つ
く
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
「
食
の
拠
点
」
が

出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
を
促
す
要
素
の

中
に
「
位
置
（
自
然
的
・
地
理
的

条
件
）」
と
「
産
業
」
と
「
政
策
」

が
あ
り
ま
す
。
現
在
進
ん
で
い
る

道
路
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、
西

都
市
の
お
か
れ
て
い
る
「
位
置
」

は
間
違
い
な
く
良
い
条
件
と
な
り

ま
す
。
こ
の
好
条
件
を
生
か
さ
な

い
手
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

　

道
路
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、

消
費
者
が
外
に
流
れ
る
の
で
は
な

く
、
地
元
で
生
産
、
加
工
、
販
売

ま
で
行
う
地
域
的
フ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
カ
ネ
が
回
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
全
国
の

自
治
体
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
地

域
循
環
型
経
済
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

即
効
性
を
求
め
ず
、
長
期
的
な

視
野
の
も
と
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

西
都
市
の
特
色
（
何
か
シ
ン
ボ

ル
的
な
も
の
）
を
打
ち
出
す
こ
と

で
市
の
魅
力
を
発
信
で
き
ま
す
。

　
「
初
め
て
出
会
う
食
文
化
」「
食

の
安
全
、健
康
」な
ど
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
西
都
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が

良
い
と
思
い
ま
す
。
西
都
の
野
菜

を
い
っ
ぱ
い
使
っ
た
野
菜
ギ
ョ
ー

ザ
な
ん
て
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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株式会社カテナ
　代表取締役　宮田　理恵　氏

宮崎大学教育文化学部
　      教 授　入谷　貴夫　氏

Rie　Miyata

Takao　Iriya
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今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

—

　
場
所
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
が
ベ
ス
ト
で
す
ね
。

今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

—

　
場
所
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
が
ベ
ス
ト
で
す
ね
。

道
路
交
通
網
整
備
で
西
都
市
は
好
条
件
で
す
。

　
　

―

　
こ
の
好
機
に
「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ア
ピ
ー
ル
を
。

道
路
交
通
網
整
備
で
西
都
市
は
好
条
件
で
す
。

　
　

―
̶

こ
の
好
機
に
「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ア
ピ
ー
ル
を
。

宮崎県農政審議委員、宮崎県観光審議委員

専攻は財政学、地域経済学
財団法人九州経済調査協会研究委員　他

宮崎県産品アドバイザー　他
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Welcom
e

妻
北
小

松
田
光
司

妻
南
小

日
髙
義
広

妻
南
小

坂
上
佳
子

妻
中
教
頭

田
口
国
央

妻
中門

松
直
子

妻
北
小

分
衛
貞
夫

妻
南
小

鹿
嶋
雅
子

妻
中和

田
三
保

妻
中永

瀨
新
一

妻
北
小

佐
島
淳
子

妻
南
小

奥
野
智
子

妻
中西

田
洋

妻
中古川

み
ゆ
き

宮崎市立生目中学校か
ら来ました。西都の子
ども達と共に精一杯が
んばります。よろしく
お願いします。

妻
北
小

丸
田
倫
郎

妻
北
小

長
田
有
未

妻
中清

水
美
幸

妻
北
小

德
原
奈
奈

妻
北
小

黒
木
彩
夏

妻
中東

郷
博
一

西都市の桜と菜の花の
美しさに感動しました。
心の花も咲かせて、指
導に臨みたいです。

延岡市から来ました。
英語表現の授業が楽し
みです。これからどう
ぞよろしくお願いしま
す。

国光原中から来ました
永瀨と申します。西都
の子どもたちのため精
一杯がんばります。

西都原の桜と菜の花の
ように、笑顔いっぱい
で頑張っていきます。
よろしくお願いします。

西都市の子どもたちの
ために、微力ながら一
生懸命がんばります。
よろしくお願いします。

西都市での勤務は初め
てです。子どもたちと
楽しみながら自分も勉
強してみたいです。

日向市の海の見える高
台にある大王谷小から
やって参りました。よ
ろしくお願いします。

宮崎県の最南端「串間
市」より来ました。元
気、笑顔で頑張ります。
よろしくお願いします。

初めて西都に住みます。
とても住みやすそうで
すね。よろしくお願い
します。

児玉久右衛門の故郷、
穂北小から参りました。
新しい出会いを大切に
新たな気持ちで頑張り
ます。

17年ぶりの西都市勤務
です。（  ずっと住んで
いましたが・・・）よ
ろしくお願いします。

都於郡小学校から参り
ました。西都市勤務２
校目になります。よろ
しくお願い致します。

延岡市立南中学校から
来ました西田洋といい
ます。一生懸命頑張っ
ていきたいと思います。

初めて西都に勤務しま
す。新しい生徒達との
出会いにわくわくして
います。

三財中から着任しまし
た。皆さんと手を取り
合って妻中の子どもの
ためにがんばります。

西都市の子ども達の健
やかな成長のために、
感謝と笑顔を忘れず頑
張ります。

西都市にお世話になる
のは、三度目です。西
都市の子ども達を伸ば
すために努力します。

子どもたちの明るい声
や笑顔が、ますます広
がる学校になるよう精
一杯がんばります。

西
都
市
の

 
み
な
さ
ん

  

よ
ろ
し
く

　
お
願
い
し
ま
す
。

西
都
市
の

 
み
な
さ
ん

  

よ
ろ
し
く

　
お
願
い
し
ま
す
。
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茶
臼
原
小
校
長

山
口
昇

都
於
郡
小

川
野
美
輪

都
於
郡
中

松
田
大
志

茶
臼
原
小

岡
美
津
子

都
於
郡
小

濱
川
裕
子

銀
鏡
中

繁
昌
久
美
子

茶
臼
原
小

荒
井
洋
子

都
於
郡
小

　
山
田
分
校

児
玉
泰
浩

緒
方
俊
郎

三
財
小
教
頭

外
山
健
一
郎

三
財
小

横
山
俊
博

岡
薗
好
子

穂
北
小

岩
田
嘉
代
子

穂
北
中

梶
原
ゆ
か
り

三
財
中
教
頭

高
橋
ゆ
み
子

三
財
小

西
村
久
美

三
納
小
・
三
納
中

大
窪
浩
二

穂
北
中
校
長

松
浦
美
人

穂
北
中

宮
田
志
保

三
財
中

北
原
幸
子

三
財
中

伊
比
井
里
美

三
財
小

三
財
中
校
長

三
納
小

三
納
中
校
長

「博愛の心」と「父祖
の開拓者魂」をしっか
り継承し、明るい学校
つくりに邁進します。

宮崎市立檍小学校から
参りました。美しい西
都市で、子ども達のた
めに頑張ります。

自然豊かで花いっぱい
の茶臼原小に赴任でき
たことを心から嬉しく
思います。頑張ります。

12年ぶりに三納に帰っ
てまいりました。三納
っ子のために全力で頑
張ります。よろしく！

西都市で初めて勤務い
たします。不慣れです
が、皆様方のために精
一杯がんばります。

都於郡小での「出会い」
と「輪」を大切にし、
「夢」や「希望」をもっ
た子ども達の育成に努
めたいと思います。

木城中学校から赴任し
ました。小学生の元気
に負けないように頑張
りたいと思います。

西都原公園の他にも、
都於郡などの地域のお
祭りや行事にたくさん
ふれてみたいです。

自然がいっぱいで、古
い歴史のある穂北小で
仕事ができることがと
ても有り難いです。

全教職員で、「夢いっ
ぱい・元気いっぱい・
あいさついっぱい・愛
情いっぱい」の穂北中
を目指します。

地域の方々に教えをい
ただき、三つの財を求
め、子どもたちの夢実
現に邁進する覚悟です。

「向き・不向きより前向
き」をモットーに笑顔
で頑張ります。宜しく
お願いいたします。

初めての学校現場でと
まどいだらけですが、
より良い学校作りのお
手伝いができればと思
います。

「 教頭は学校の心 」と
いう言葉を胸に、ふる
さと西都の子ども達の
ためにがんばります。

西都市赴任、小中一貫
校、全てが初めてで新
鮮です。初心に戻って
頑張ります。

雄大な自然と歴史の息
づく西都市での出逢い
が楽しみです。よろし
くお願いします。

川南町立唐瀬原中学校
から赴任してきました。
都於郡の生徒と共に学
んでいこうと思います。

西都市の子ども達と一
緒に様々なことを経験
し自分自身も成長して
いきたいです。よろし
くお願い致します。

西都市での勤務は三校
目になります。ふるさ
とで仕事ができて、と
ても幸せです。

菜の花、桜、優しい自
然に心癒されています。
新しい出会いを楽しみ
にしております。

宮崎市立加納中学校か
ら赴任して参りました。
西都は初めてです。よ
ろしくお願い致します。

新
し
く
西
都
市
内
の
小
中
学
校
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
先
生
を

紹
介
し
ま
す
。

新
し
く
西
都
市
内
の
小
中
学
校
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
先
生
を

紹
介
し
ま
す
。
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※人口は 31,326 人（H26.3.1 現在）で算出
一般会計歳出（目的別状況）

民生費

総務費

教育費

土木費

公債費

衛生費

農林
水産業費

消防費

その他

農林業振興などに
要する費用

子どもや高齢者な
どの福祉に要する
費用

戸籍、選挙、防災、
地域づくりなどに
要する費用

保健衛生やごみ処
理などに要する費
用

道路や公園の整備
などに要する費用

市が借り入れたお
金の返済に要する
費用

学校や公民館など
の整備や教育振興
に要する費用

消防活動や救急業
務などに要する費
用
商業・観光の振興
や市議会運営など
に要する費用

目的別
項目名 項目の説明

市民１人あたり
の予算額
（前年度比）

予算額（割合）

55億5,731万1千円
　　　　  （33.9％）

17億8,083万5千円
　　　　  （10.9％）

23億8,217万1千円
　　　　  （14.5％）

14億9,489万8千円
　　　　    （9.1％）

11億116万1千円
　　　　 （6.7％）

12億6,414万2千円
　　　       （7.7％）

11億2,265万7千円
　　　       （6.8％）

6億8,041万6千円
　　　     （4.2％）

10億412万8千円
　　　    （6.2％）

    56,848円
（6,678円増）

  177,403円
（9,134円増）

     40,354円
   （905円減）

    35,838円
（3,672円増）

     47,721円
 （5,288円増）

    21,720円
（3,234円減）

      76,045円
（25,449円増）

    35.152円
（2,748円減）

     32,054円
 （1,913円増）

合計 163億8,771万9千円
　　　　  （100.0％）

    523,135円
（45,248円増）

子どもや高齢者などを支援するお金

職員などに支払われるお金

市債の元金・利息を支払うお金

道路や橋梁、学校などの公共施設を建
設するためのお金

各種団体に対する補助金や負担金など
のお金

賃金・旅費・需用費・交際費などのお
金

特別会計の歳入を補うためのお金

台風などの災害で被災した施設を復旧
するためのお金

施設・道路など将来にわたり利用され
る社会資本の整備などに要する経費

扶助費・人件費・公債費をあわせたも
ので、硬直性の高い経費

扶助費　　       　（34億 81万 3千円）

人件費　        （28 億 2,839 万 9千円）

公債費              （11 億 116万 1千円）

災害復旧事業費 （1億 9,640 万 9千円）

繰出金           （20 億 6,099 万 2千円）

物件費           （18 億 8,561 万 8千円）

補助費等　　  （13億 4,764 万 4千円）

投資的経費    （32 億 6,544 万 1千円）

普通建設事業費
                    （30 億 6,903 万 2千円）

義務的経費    （73 億 3,037 万 3千円）

用語の解説と歳出額

その他      　 　（4億 9,765 万 1千円）

一定の行政水準を確保するために国から
交付されるお金

市が行う事務事業に対して国から交付さ
れるお金

市が行う事務事業に対して県から交付さ
れるお金

事業を実施するために借りるお金

みなさんが市に納めていただいた税金

各種基金（市の貯金）を取り崩したお金

市の施設の利用や証明書発行時に納めて
いただいたお金

その他、市に入ってくるお金

市が自ら自主的に調達できる収入のこと
で、自主財源の割合が大きいほど財政は
安定しているといえます

国や県から交付されたり、割り当てられ
たりする財源

用語の解説と歳入額
地方交付税        （50 億 3,832 万 7千円）

国庫支出金          （27 億 210万 3千円）

県支出金          （14 億 1,315 万 7千円）

市債                 （14 億 1,527 万 3千円）

その他                （11 億 701万 2千円）

使用料及び手数料       （1 億 6,707 万円）

市税                 （28 億 3,740 万 6千円）

繰入金                （17 億 737万 1千円）

依存財源               （110 億 8,186 万円）

自主財源             （53 億 585万 9千円）

義務的
経費
44.8％

投資的
経費
19.9％

その他
の経費
35.3％

扶助費
20.8％

人件費
17.3％

公債費
 6.7％

普通建設事業費
　　18.7％

災害復旧事業費
　　1.2％

繰出金
12.6％

物件費
11.5％

補助費等
　8.2％

その他　3.0％

 依存
 財源
67.7％

 自主
 財源
32.3％

地方交付税
　30.8％

国庫支出金
　16.5％

県支出金
8.6％

市債
8.7％

その他   6.7％
使用料および
    手数料 1.0％

繰入金 10.4％

市税
17.3％

一般会計歳出
　（性質別状況） 一般会計歳入

一般会計とは、市の業務において中心となる会計
特別会計とは、国民健康保険や介護保険など特定の事業に用いる会計各会計予算規模

11億9,521万3千円一般会計
特別会計

会計区分 平成26年度予算額 増減額（前年度比）

総合計

国民健康保険事業
簡易水道事業
下水道事業
市営住宅事業
農業集落排水事業
介護保険事業
西都市西米良村介護認定審査会
西都児湯障害認定審査会
後期高齢者医療

163億8,771万9千円
116億5,381万5千円
51億8,467万9千円
11億8,584万6千円
11億2,796万7千円
2億8,316万5千円
1億1,109万3千円
33億   774万5千円

982万5千円
1,046万6千円

4億3,279万9千円

280億4,153万4千円

7億5,885万5千円

19億3,699万3千円

5,001万1千円

△8,568万6千円

114万1千円

7万円
△6千円

3,558万円

△117万2千円

△1,724万3千円
7億4,178万円

西都児湯いじめ問題調査委員会
17万1千円
5万9千円

17万１千円
5万9千円

西都児湯いじめ問題対策専門家委員会

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、
平
成

25
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、

７
・
９
％
増
で
過
去
最
大
と
な
る

１
６
３
億
８
７
７
１
万
９
千
円

（
特
別
会
計
を
含
む
予
算
総
額
は

２
８
０
億
４
１
５
３
万
４
千
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
を
性
質
別
に

説
明
し
ま
す
。

　

人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
義
務
的

経
費
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
が
退

職
手
当
の
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度

比
１
・
４
％
減
、
扶
助
費
は
障
害

者
自
立
支
援
費
、
生
活
保
護
費
の

増
な
ど
に
よ
り
４
・
９
％
増
、
公

債
費
は
償
還
元
金
の
減
少
な
ど

に
よ
り
８
・
６
％
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
義
務
的
経
費
全
体
で
は

73
億
３
０
３
７
万
３
千
円
で
、
同

当
初
予
算
と
比
較
し
て
０
・
２
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
や
災

害
復
旧
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経

費
に
つ
い
て
は
、
妻
南
小
学
校
改

築
事
業
な
ど
補
助
事
業
費
が
同

61
・
５
％
増
、
小
・
中
学
校
耐
震

補
強
事
業
な
ど
の
単
独
事
業
費
が

同
58
・
７
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 広報さいと May 2014　06

平
成
26
年
度
　当
初
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

一般会計予算額　163億 8,771万 9千円
（予算総額　280億 4,153万 4千円）
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※人口は 31,326 人（H26.3.1 現在）で算出
一般会計歳出（目的別状況）

民生費

総務費

教育費

土木費

公債費

衛生費

農林
水産業費

消防費

その他

農林業振興などに
要する費用

子どもや高齢者な
どの福祉に要する
費用

戸籍、選挙、防災、
地域づくりなどに
要する費用

保健衛生やごみ処
理などに要する費
用

道路や公園の整備
などに要する費用

市が借り入れたお
金の返済に要する
費用

学校や公民館など
の整備や教育振興
に要する費用

消防活動や救急業
務などに要する費
用
商業・観光の振興
や市議会運営など
に要する費用

目的別
項目名 項目の説明

市民１人あたり
の予算額
（前年度比）

予算額（割合）

55億5,731万1千円
　　　　  （33.9％）

17億8,083万5千円
　　　　  （10.9％）

23億8,217万1千円
　　　　  （14.5％）

14億9,489万8千円
　　　　    （9.1％）

11億116万1千円
　　　　 （6.7％）

12億6,414万2千円
　　　       （7.7％）

11億2,265万7千円
　　　       （6.8％）

6億8,041万6千円
　　　     （4.2％）

10億412万8千円
　　　    （6.2％）

    56,848円
（6,678円増）

  177,403円
（9,134円増）

     40,354円
   （905円減）

    35,838円
（3,672円増）

     47,721円
 （5,288円増）

    21,720円
（3,234円減）

      76,045円
（25,449円増）

    35.152円
（2,748円減）

     32,054円
 （1,913円増）

合計 163億8,771万9千円
　　　　  （100.0％）

    523,135円
（45,248円増）

子どもや高齢者などを支援するお金

職員などに支払われるお金

市債の元金・利息を支払うお金

道路や橋梁、学校などの公共施設を建
設するためのお金

各種団体に対する補助金や負担金など
のお金

賃金・旅費・需用費・交際費などのお
金

特別会計の歳入を補うためのお金

台風などの災害で被災した施設を復旧
するためのお金

施設・道路など将来にわたり利用され
る社会資本の整備などに要する経費

扶助費・人件費・公債費をあわせたも
ので、硬直性の高い経費

扶助費　　       　（34億 81万 3千円）

人件費　        （28 億 2,839 万 9千円）

公債費              （11 億 116万 1千円）

災害復旧事業費 （1億 9,640 万 9千円）

繰出金           （20 億 6,099 万 2千円）

物件費           （18 億 8,561 万 8千円）

補助費等　　  （13億 4,764 万 4千円）

投資的経費    （32 億 6,544 万 1千円）

普通建設事業費
                    （30 億 6,903 万 2千円）

義務的経費    （73 億 3,037 万 3千円）

用語の解説と歳出額

その他      　 　（4億 9,765 万 1千円）

一定の行政水準を確保するために国から
交付されるお金

市が行う事務事業に対して国から交付さ
れるお金

市が行う事務事業に対して県から交付さ
れるお金

事業を実施するために借りるお金

みなさんが市に納めていただいた税金

各種基金（市の貯金）を取り崩したお金

市の施設の利用や証明書発行時に納めて
いただいたお金

その他、市に入ってくるお金

市が自ら自主的に調達できる収入のこと
で、自主財源の割合が大きいほど財政は
安定しているといえます

国や県から交付されたり、割り当てられ
たりする財源

用語の解説と歳入額
地方交付税        （50 億 3,832 万 7千円）

国庫支出金          （27 億 210万 3千円）

県支出金          （14 億 1,315 万 7千円）

市債                 （14 億 1,527 万 3千円）

その他                （11 億 701万 2千円）

使用料及び手数料       （1 億 6,707 万円）

市税                 （28 億 3,740 万 6千円）

繰入金                （17 億 737万 1千円）

依存財源               （110 億 8,186 万円）

自主財源             （53 億 585万 9千円）

義務的
経費
44.8％

投資的
経費
19.9％

その他
の経費
35.3％

扶助費
20.8％

人件費
17.3％

公債費
 6.7％

普通建設事業費
　　18.7％

災害復旧事業費
　　1.2％

繰出金
12.6％

物件費
11.5％

補助費等
　8.2％

その他　3.0％

 依存
 財源
67.7％

 自主
 財源
32.3％

地方交付税
　30.8％

国庫支出金
　16.5％

県支出金
8.6％

市債
8.7％

その他   6.7％
使用料および
    手数料 1.0％

繰入金 10.4％

市税
17.3％

一般会計歳出
　（性質別状況） 一般会計歳入

一般会計とは、市の業務において中心となる会計
特別会計とは、国民健康保険や介護保険など特定の事業に用いる会計各会計予算規模

11億9,521万3千円一般会計
特別会計

会計区分 平成26年度予算額 増減額（前年度比）

総合計

国民健康保険事業
簡易水道事業
下水道事業
市営住宅事業
農業集落排水事業
介護保険事業
西都市西米良村介護認定審査会
西都児湯障害認定審査会
後期高齢者医療

163億8,771万9千円
116億5,381万5千円
51億8,467万9千円
11億8,584万6千円
11億2,796万7千円
2億8,316万5千円
1億1,109万3千円
33億   774万5千円

982万5千円
1,046万6千円

4億3,279万9千円

280億4,153万4千円

7億5,885万5千円

19億3,699万3千円

5,001万1千円

△8,568万6千円

114万1千円

7万円
△6千円

3,558万円

△117万2千円

△1,724万3千円
7億4,178万円

西都児湯いじめ問題調査委員会
17万1千円
5万9千円

17万１千円
5万9千円

西都児湯いじめ問題対策専門家委員会
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投
資
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算
と
比
較
し
て
54
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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　平
成
26
年
度
に
行
わ
れ
る
主
な

新
規
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

※
事
業
名
、
当
初
予
算
額
、
担
当

　課
、
事
業
の
概
要
の
順
に
記
載

　し
て
い
ま
す
。

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

　
　
　
　
　
導
入
推
進
基
金
事
業

　
２
８
５
８
万
円〈
総
合
政
策
課
〉

　

水
害
お
よ
び
地
震
発
生
時
の
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
西
都

市
民
体
育
館
』
に
、
県
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推
進
基
金

を
活
用
し
、
太
陽
光
発
電
設
備
お

よ
び
蓄
電
池
を
導
入
し
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
災
害
に
よ
る
停
電
時

の
非
常
電
源
を
確
保
し
、
円
滑
な

避
難
所
運
営
を
図
り
ま
す
。

●
小
中
学
校
耐
震
補
強
事
業　

　
【
小
学
校
】

　
　
　
３
億
２
３
６
万
７
千
円

　
【
中
学
校
】

　
　
　
　
８
９
１
６
万
５
千
円

〈
教
育
政
策
課
〉

　

児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
学
べ
、

ま
た
災
害
時
に
は
、
地
域
住
民
の

避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
も
果
た

す
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
ま
す
。

　

○
耐
震
化
工
事
＝

　
　
　
　
　
　

小
学
校
：
５
校

　
　
　
　
　
　

中
学
校
：
２
校

　

○
外
壁
劣
化
補
修
工
事
＝

　
　
　
　
　
　

小
学
校
：
７
校

　
　
　
　
　
　

中
学
校
：
２
校

●
工
業
団
地
整
備
事
業　

　
３
８
５
０
万
円〈

商
工
観
光
課
〉

　

現
在
、
市
内
に
は
企
業
立
地
が

可
能
な
工
業
団
地
が
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、
新
た
な
工
業
団
地
整
備

に
伴
う
測
量
、
調
査
、
許
認
可
関

係
協
議
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
稚
児
ヶ
池
公
園
整
備
事
業　

　
３
５
０
０
万
円〈

商
工
観
光
課
〉

　

稚
児
ヶ
池
公
園
に
、
地
域
住
民

の
憩
い
の
場
と
な
る
芝
生
広
場
を

整
備
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、「
稚

児
ヶ
池
」
お
よ
び
「
記
紀
の
道
」

と
連
携
し
た
住
環
境
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

●
生
き
が
い
交
流
施
設
新
設
事
業

　
８
０
０
０
万
円〈

商
工
観
光
課
〉

　

住
民
主
体
の
福
祉
活
動
の
拠

点
お
よ
び
高
齢
者
な
ど
の
交
流

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
『
生
き

が
い
交
流
施
設
』
を
新
た
に
整
備

し
ま
す
。

●
地
域
医
療
対
策
事
業

　
１
９
６
万
２
千
円

　
　
　
　
〈
地
域
医
療
対
策
室
〉

　

西
都
児
湯
医
療
圏
に
お
け
る

２
次
救
急
医
療
中
核
施
設
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
『
西
都

児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
』
の
運
営
体

制
の
再
構
築
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
独
立
行
政
法
人
化
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
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太陽光発電設備などが設置される
『西都市民体育館』

耐震補強工事が行われる
　『穂北中学校』

憩いの場として芝生広場が
整備される『稚児ヶ池公園』

現在使用されている
『生きがい交流広場』

　
　
平
成
26
年
度　
新
規
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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●
医
療
費
助
成
事
業

　
４
６
６
１
万
６
千
円

〈
福
祉
事
務
所
〉

　

こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
の
福
祉
向

上
と
健
全
な
発
育
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
小
学
校
入
学

前
の
お
子
さ
ま︵
以
下「
乳
幼
児
」︶

を
対
象
と
し
た
医
療
費
助
成
制
度

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
や
子
育
て
の
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
政
策
の

一
環
と
し
て
、
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
を
小
学
生
ま
で
拡
大
し
ま

し
た
。

　

小
学
生
の
お
子
さ
ま
が
病
院
・

歯
科
医
院
な
ど
の
医
療
機
関
を
受

診
し
た
際
の
医
療
費
に
つ
い
て
、

保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
額
の
う

ち
、
月
額
千
円
を
超
え
る
額
に
つ

い
て
は
市
が
助
成
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
医
療
機
関
ご
と
に

月
額
千
円
の
自
己
負
担
で
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
乳
幼
児
に
対
す
る
医
療

費
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
、
保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
額

の
う
ち
、
月
額
３
５
０
円
を
超
え

る
額
に
つ
い
て
は
市
が
助
成
を
行

い
ま
す
。

●
予
防
接
種
事
業

　

８
０
６
万
５
千
円

　
　
　
　
　
　
　
〈
健
康
管
理
課
〉

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
新
た

に
水
痘
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
、
Ｂ

型
肝
炎
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予

防
接
種
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
水
痘
︵
水
ぼ
う
そ
う
︶
＝
市
内

　

小
児
科
で
の
接
種
の
み
無
料

○
流
行
性
耳
下
腺
炎
︵
お
た
ふ
く

　

か
ぜ
︶
＝
１
回
に
つ
き　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

○
Ｂ
型
肝
炎
＝
１
回
に
つ
き  　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

○
高
齢
者
肺
炎
球
菌
＝３

０
０
０
円

※
接
種
の
対
象
者
や
助
成
の
方

　

法
に
つ
い
て
は
健
康
管
理
課

　
︵
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６
︶

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
西
都
原
運
動
公
園

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明
改
修
事
業

　
２
９
０
０
万
円

〈
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
〉

　

西
都
原
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
夜
間
練
習
利
用
者
の
増
加
お

よ
び
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
同
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
照
明
設

備
を
増
設
し
ま
す
。

●
西
都
原
運
動
公
園
等
整
備
事
業

　

４
４
１
７
万
７
千
円

〈
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
〉

　

老
朽
化
し
た
西
都
原
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
の
タ
ー
タ
ン
部
改
修

お
よ
び
雨
天
時
の
競
技
開
催
に
対

応
す
る
た
め
、
観
客
席
の
屋
根
工

事
を
行
い
ま
す
。

 09　May 2014 広報さいと

【小学生への医療費助成の例】
　○総医療費１0万円、
　　国民健康保険に加入していて自己負担割合が３割の場合

●医療費助成制度による自己負担額

国民健康保険から支払われる

国民健康保険から支払われる

自己負担

70,000 円 30,000 円

70,000 円 29,000 円 1,000 円

自己負担市の助成

■これまでの負担割合

■平成 26年 4月からの負担割合

○乳幼児
　医療機関ごとに月額 350円まで
　　　　（調剤薬局は無料）

○乳幼児
　医療機関ごとに月額 350円まで
○小学生
　医療機関ごとに月額 1,000 円まで
　　（どちらも調剤薬局は無料）

《平成 26年 3月 31日まで》

《平成 26年４月１日から》

照明設備が設置される
　西都原運動公園『テニスコート』

観客席の屋根などが設置される
　西都原運動公園『陸上競技場』
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平
成
26
年
度
か
ら
市
役
所
の
組

織
体
制
が
26
課
91
係
体
制
か
ら
、

25
課
89
係
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
機
構
改
革
の
主
な
も

の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
８
月
に
健
康
管
理
課

内
に
設
置
し
た
地
域
医
療
対
策
係

を
地
域
医
療
対
策
室
（
課
相
当
）

と
し
て
新
設
し
、
同
室
内
に
地
域

医
療
対
策
係
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
重
要
政
策
で
あ
る
地
域

医
療
対
策
に
つ
い
て
、
西
都
児
湯

医
療
セ
ン
タ
ー
の
地
方
独
立
行
政

法
人
化
お
よ
び
同
セ
ン
タ
ー
の
新

病
院
移
転
建
設
計
画
を
は
じ
め
、

本
市
の
救
急
医
療
な
ど
地
域
医
療

の
公
的
な
施
策
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
新
設
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
」
に
つ
い
て
は
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
市

街
地
の
活
性
化
な
ど
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
街
地
の
活
性
化
や
記

紀
の
道
の
整
備
な
ど
商
工
振
興
と

密
接
に
関
係
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、

商
工
観
光
課
へ
統
合
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
一
体
的
・
効
率
的

な
事
業
推
進
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
図
２
）。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
の
都
市
計

画
係
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
は
、

そ
れ
ぞ
れ
商
工
観
光
課
の
都
市
デ

ザ
イ
ン
係
と
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

と
な
り
ま
す
。

　

市
民
協
働
推
進
課
の
市
民
協
働

推
進
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係
を
統

合
し
、
市
民
協
働
推
進
係
と
し
ま

し
た
。

　

学
校
再
編
、
施
設
の
耐
震
化
、

一
貫
教
育
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、

一
体
的
・
効
率
的
な
事
業
推
進
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
教
育
総
務

課
と
学
校
教
育
課
を
統
合
し
、
教

育
政
策
課
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
（
図
３
）。

　

教
育
総
務
課
の
学
校
管
理
係
は

教
育
政
策
課
の
耐
震
化
推
進
係
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
、
市
職
員

の
人
事
異
動
も
発
令
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
課
長
職
12
人
、
課
長
補

佐
職
32
人
、
係
長
職
33
人
、
一
般

職
43
人
、
退
職
者
（
３
月
31
日
付

け
）
９
人
な
ど
計
１
５
２
人
が
異

動
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
26
年
度
は
、
12
人
を

新
規
採
用
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

で
紹
介
し
ま
す
。

▽
税
務
課
＝
迫 

亜
莉
、
半
渡 

大

　

海
、
杉
尾 

唯
紀
、
井
上 

翔
太

▽
商
工
観
光
課
＝
杉
田 

秀
太
郎

▽
建
築
住
宅
課
＝
後
藤 

博
志

▽
農
政
課
＝
近
藤 

あ
か
り

▽
農
地
林
政
課
＝
壹
岐 

早
百
合

▽
健
康
管
理
課
＝
花
房 

良
美
、 

　

北
岡 

緑 

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
＝
重
平 

康

　

秀
▽
福
祉
事
務
所
＝
松
浦 

昂
平

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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健
康
管
理
課

地
域
医
療
対
策
係

地
域
医
療
対
策
室

地
域
医
療
対
策
係

介
護
保
険
係

健
康
推
進
係

　な
ど

図
１

ま
ち
づ
く
り

　
　
　
推
進
室

商
工
観
光
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

都
市
計
画
係

観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
係

商
工
振
興
係

　
な
ど

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

都
市
デ
ザ
イ
ン
係

図
２

学
校
教
育
課

学
校
教
育
係

保
健
給
食
係

教
育
総
務
課

教
育
総
務
係

学
校
管
理
係

学
校
教
育
係

学
校
給
食
係

教
育
総
務
係

耐
震
化
推
進
係

教
育
政
策
課

図
３

人
事
異
動
お
よ
び

　
　
　
　
　  新
規
採
用
職
員

救
急
医
療
対
策
と

　地
域
医
療
の
推
進
に
向
け
て

商
工
業
を
生
か
し
た

　市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て

学
校
施
設
の
整
備
に
向
け
て

協
動
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　
　平
成
26
年
度
　新
組
織
体
制
お
よ
び
人
事
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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兼松　道男

無所属／③
（清水）

中野　勝

無所属／④
（清水）

井上　司

無所属／④
（下三財）

黒木　𠮷彦

無所属／③
（岩爪）

楠瀬　壽彦

無所属／①
（下三財）

北岡　四郎

無所属／③
（南方）

恒吉　政憲

無所属／②
（三納）

狩野　保夫

日本共産党／⑩
（妻）

田爪　淑子

無所属／②
（南方）

黒木　正善

無所属／⑧
（上町）

曽我部　貴博

公明党／①
（三宅）

岩切　一夫

無所属／②
（黒生野）

河野　方州

無所属／⑤
（鹿野田）

井上　久昭

無所属／⑤
（上三財）

中武　邦美

無所属／③
（南方）

太田　寛文

無所属／②
（下三財）

荒川　敏満

無所属／③
（平郡）

荒川　昭英

無所属／②
（穂北）

新市議会議員 18人が決まりました
任期満了に伴う西都市議会議員選挙の投票および開票
が４月 20 日に行われました。その結果、当選者が次
のとおりとなりましたのでお知らせします。（上段左
側から届け出順、○数字は当選回数、敬称略）

当日有権者数 投票率
男性
女性
合計

12,234人
14,105人
26,339人

65.97％
66.71％
66.37％

特集・組織＆市議.indd   2 14/04/22   11:06



教育

観光

災害
協定

職員
派遣

市
政
ナ
ビ

さいと市 政 ナ ビ

　

被
災
地
の
復
興
支
援
業
務
に
あ

た
っ
て
い
た
黒
木
章
浩
主
任
技
師

が
１
年
間
の
業
務
を
終
え
、
本
市

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

黒
木
主
任
技
師
が
業
務
に
あ

た
っ
て
い
た
の
は
福
島
県
二
本
松

市
。
昨
年
４
月
か
ら
１
年
間
、
同

市
に
お
い
て
一
般
住
宅
除
染
関
連

業
務
な
ど
に
携
わ
り
、
被
災
地
の

復
興
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
、
黒
木
主
任
技
師
は

市
長
室
を
訪
れ
、
市
長
に
「
市
の

代
表
と
し
て
被
災
地
の
復
興
に
役

立
て
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
今

回
の
経
験
を
仕
事
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

■
担
当
課　
総
務
課　

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
１
２

  

　

西
都
・
児
湯
地
域
７
市
町
村
の

小
中
学
校
で
起
き
る
い
じ
め
問
題

の
調
査
な
ど
を
行
う
外
部
有
識
者

委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
児
湯
管
内
で
、
い
じ
め

に
よ
り
自
殺
を
図
る
な
ど
の
重
大

事
案
が
発
生
し
た
際
、
そ
の
調
査

な
ど
を
行
う
も
の
で
、
県
内
で
初

め
て
の
設
置
。
３
月
24
日
、
県
庁

で
７
市
町
村
長
な
ど
が
出
席
し
、

設
置
に
関
す
る
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
委
員
会
は
本
市
教

育
委
員
会
に
「
専
門
家
委
員
会
」、

市
長
部
局
に
「
調
査
委
員
会
」
を

置
き
、
４
月
１
日
に
発
足
し
ま
し

た
。

■
担
当
課　
教
育
政
策
課

　

℡
０
９
８
３-

43-
３
４
３
８
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台
湾
東
部
に
あ
る
宜い
ら
ん蘭
県
の
宜

蘭
観
光
協
会
の
許
建
泰
理
事
長
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
ら
約
30
人
が
本
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
、
こ
の
は
な
館
で
歓

迎
式
が
行
わ
れ
、
翌
20
日
に
は
西

都
原
考
古
博
物
館
の
見
学
や
市
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
の

会
員
ら
と
餅
つ
き
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

宜
蘭
県
と
は
昨
年
９
月
に
同
県

の
高
校
生
が
本
市
で
修
学
旅
行
を

行
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
交
流

が
開
始
。
本
年
度
も
同
県
か
ら
の

修
学
旅
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
担
当
課
　商
工
観
光
課　

観
光

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
２
１

　本
市
や
新
富
町
な
ど
で
畑
地
か

ん
が
い
施
設
の
維
持
・
管
理
を
行

う
一
ツ
瀬
川
土
地
改
良
区
と
災
害

発
生
時
に
お
け
る
施
設
の
使
用
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
、
市
長
室
で
同
改
良

区
の
児
玉
忠
理
事
長
ら
が
出
席
し
、

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
市
消
防
本

部
は
同
改
良
区
の
給
水
栓
を
消
火

作
業
時
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
の
防
災
ヘ

リ
の
給
水
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
東
原

調
整
池
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
規
模
な
山
林
火
災
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
担
当
課
　農
地
林
政
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
３
２

このはな館での歓迎式

県庁での調印式

市長室での調印式

市長に報告を行う黒木 主任技師

災
害
発
生
時
に

　
　農
業
用
水
を
活
用

児
湯
地
域
で

　い
じ
め
問
題
に
対
処

台
湾
の
観
光
協
会
が

　
　
　
　本
市
を
視
察

被
災
復
興
支
援
業
務
を

　
　
　
　市
長
に
報
告
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消防

施設

子
育て

救急
医療

avigationN

　

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
に
内

科
医
の
床と
こ
じ
ま島
真ま
さ
と
し紀
医
師
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
辞

令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
後
藤
理
事

長
か
ら
床
島
医
師
や
看
護
師
ら
６

人
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

床
島
医
師
の
着
任
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
休
診
し
て
い
た
内
科
の
外

来
診
療
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
面
は
午
前
中
を
中
心
に
診
療

所
な
ど
か
ら
の
紹
介
患
者
を
優
先

し
て
受
け
入
れ
る
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

　

床
島
医
師
は
『
今
月
の
人
』
の

コ
ー
ナ
ー
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
担
当
課　
地
域
医
療
対
策
室

　

℡
０
９
８
３-

32-
１
０
１
５

　

地
区
の
住
民
で
結
成
さ
れ
る
消

防
団
。
そ
の
消
防
団
長
に
日
髙
雅

信
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
前
任
の
弓
削
正
輝
さ

ん
が
３
期
（
６
年
間
）
の
任
期
を

終
え
、
そ
の
後
任
と
し
て
新
た
に

就
任
し
た
も
の
で
す
。

　

４
月
１
日
、
市
長
室
で
行
わ
れ

た
辞
令
交
付
式
で
、
橋
田
市
長
か

ら
辞
令
が
手
渡
さ
れ
、
新
消
防
団

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

■
担
当
課　
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

２
４
６
６
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弓削 正輝 前消防団長 日髙 雅信 新消防団長

 

　

九
州
電
力
株
式
会
社
が
所
有
す

る
旧
一
ツ
瀬
発
電
所
資
料
館
（
東

米
良
地
区
中
尾
）
を
中
尾
公
民
館

が
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
資
料
館
は
本
年
３
月
に
閉
鎖

さ
れ
ま
し
た
が
、
本
市
か
ら
西
米

良
方
面
に
向
か
う
通
行
者
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
今
後
は
市

が
無
償
で
借
り
受
け
、
休
憩
所
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
管
理
は
中
尾
公
民
館
が
行
う

と
と
も
に
、
施
設
内
で
は
物
産
販

売
な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。
同
施

設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
同
管
理
所

（
０
９
８
３-

41-

７
０
８
０
）
ま

で
。

■
担
当
課　
総
合
政
策
課

　

℡
０
９
８
３-

32-

１
０
１
１

　

光
照
保
育
園
（
鹿
野
田
）
に
病

児
・
病
後
児
保
育
室
「
ベ
タ
ー
＆

ベ
ス
ト
」
が
完
成
し
、
４
月
２
日
、

落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
国
の
「
安
心
こ

ど
も
基
金
」
や
市
の
補
助
金
な
ど

を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
園
は
以
前
か
ら
既
存
の
園
舎

内
で
病
児
・
病
後
児
保
育
を
実
施
。

今
後
は
、
独
立
し
た
同
施
設
の
完

成
に
よ
り
、
子
育
て
と
就
労
の
支

援
が
更
に
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
受
け
入
れ
や
施
設
の
詳

細
に
つ
い
て
は
同
園
（
０
９
８
３

-

43-

１
３
４
０
）
ま
で
。

■
担
当
課　
福
祉
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
６

中尾地区が管理する
旧一ツ瀬発電所資料館

医療センターでの辞令交付式

完成した病児・病後児施設

消
防
団
長
に

日
髙
雅
信
さ
ん
が
就
任

内
科
医
が
着
任

　
　外
来
診
療
を
再
開

発
電
所
資
料
館
を

　物
産
館
と
し
て
活
用

病
児
・
病
後
児
の

　
　保
育
施
設
が
完
成
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市
内
外
か
ら
多
く
の
選
手
が
参
加

　
　
　
春
の
西
都
原
を
駆
け
抜
け
る

第９回西都原このはなマラソン
　　　　　
３月 16 日、「西都原このはなマラソン」
が行われました。毎年この時期に行われ
るこの大会も今回で９回目。今回は過去
２番目となる 2784 人が市内外からエン
トリーしました。西都原運動公園をス
タート・ゴールとする 2km、3km、5km、
10kmのコースが設けられ、ランナーたち
は思い思いのペースで疾走。菜の花が咲
き始めた春の西都原を駆け抜けました。

「
さ
い
と
ま
ご
こ
ろ
ガ
イ
ド
」
の

　
　
　
　
　
発
行
を
記
念
し
て
開
催

西都市街地・食の散策と
　　　　おもしろき神話の世界講演会
３月 30 日、「西都市街地・食の散策とお
もしろき神話の世界講演会」が行われま
した。これは市観光協会が開催したもの
で「食の散策」には約 100 人、「講演会」
には約 150 人が参加しました。参加者は
市内の飲食店で西都の食を味わい、市街
地を散策しながら都萬神社に集合。その
後、西都原考古博物館で坂井淳子さんに
よる神話に関する講演を聞きました。

ピ
ン
ク
と
黄
色
に
彩
ら
れ

　
西
都
４
大
ま
つ
り
の
１
つ
が
開
催

花まつり
　
３月 29 日～４月６日、西都原御陵墓前
広場などを 中心に「花まつり」が開催さ
れました。今年は桜の開花が早かったも
のの、約 2000 本の桜と約 30 万本の菜の
花が見ごろを迎えると、多くの家族連れ
が食事や散歩を楽しむ姿が見られました。
まつり期間中は、花の苗のプレゼントや
西都古墳太鼓の演奏など多くのイベント
が開催され、来場者を楽しませました。

西
都
市
の
『
華
』

　
　

  

新 

菜
の
花
レ
デ
ィ
ー
が
決
定

平成 26年度 西都菜の花レディー
　　退任・就任式

４月１日、西都菜の花レディーの退任式
と就任式が行われました。退任した昨年
度菜の花レディーには、市長から感謝状
と記念品が渡されました。新しく就任し
た尾﨑未来さん（写真中央左）と市原麻
美さん（同右）には認定証が交付。その後、
前任者から『たすき』がかけられました。
市長は「西都市の『華』として頑張って
ください」と二人を激励しました。

ま
ち
の
話
題

ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

　
　平成 26年度 西都菜の花レディー
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国際交流イベント　料理教室
３月 15日、市役所南庁舎で「国際交流イベント 料理教室」
が行われました。これは外国の方との友好を深めるため
に開催されたもの。アメリカ出身のハナ・ブラウンさん
を講師に迎え、小学生など約 30人が参加しました。また、
イベントには『からいも交流事業』で本市などに滞在中
の大学生らも参加。クッキーやハンバーガーなどを作り、
参加者らは国際交流とおいしい料理を楽しみました。

激坂サイクリング in 尾八重
３月 23日、西都市街地と同市尾八重の眺峰館を往復する
コースで、「激坂サイクリング in 尾八重」がありました。
これは、NPO法人輪プロジェクトみやざきの主催による
もので、２回目の開催。この日は県内外から参加した約
40 人が最大斜度 12％の「激坂」に挑戦しました。眺峰
館では、地元住民による振る舞いもあり、参加者らの疲
れを癒やしていました。

平成 26年度 西都市消防団辞令交付式　
４月１日、西都原運動公園陸上競技場で「平成 26年度西
都市消防団辞令交付式」が行われました。式には部長や
新入団員など約 90人が参加。団員を代表して団本部の那
須俊雄副団長と新入団員の大木龍太郎団員に日髙雅信団
長から辞令が手渡されました。また、退団される幹部団
員などへの感謝状贈呈も併せて行われました。今年度の
新入団員は 33人で、消防団は総員 761 人となりました。

九州ベースボールアカデミーの西都市野球教室
 ４月５日、西都原運動公園野球場で西都・西米良ライオ
ンズクラブが主催する野球教室が行われ、市内６つのス
ポーツ少年団野球チームが参加しました。教室ではプロ
野球１軍のトレーナーや選手OBがプロと同じ野球理論
に基づいて、ベースランニングやバッティングなど時折
ゲームも交えながら分かりやすく指導。子どもたちは真
剣なまなざしでアドバイスに聞き入っていました。

やまびこパレード
４月４日、西都地区交通安全協会による春の交通安全啓
発パレード「やまびこパレード」が行われました。参加
者は都萬神社に集合し、交通安全を祈願。その後、交通
安全協会各支部の軽トラックやパトカー、青パトが２班
に分かれ、交通安全を呼びかけながら市内一円をパレー
ドしました。市民一人一人の思いやりと交通マナーで、
事故のない安全なまちを目指しましょう。

ち の話題ま

まちの話題.indd   2 14/04/21   13:53



人人今月の今月の

趣
味
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
10
〜
20
㎞

し
て
い
る
そ
う
で
、
健
康
維
持
に

も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

西
都
市
の
印
象
に
つ
い
て
は

「
古
墳
と
桜
、
や
っ
ぱ
り
花
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
ね
。
出
身
の

田
野
町
に
比
べ
る
と
街
も
少
し
大

き
い
気
が
し
ま
す
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
は

「
以
前
、
宮
崎
市
内
の
病
院
に
い

た
頃
は
、
西
都
・
児
湯
か
ら
患
者

さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
通
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
医
療

圏
で
食
い
止
め
ら
れ
る
も
の
は
食

い
止
め
た
い
。
可
能
な
範
囲
で
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
床
島
先
生
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
は
終

始
柔
ら
か
な
ま
な
ざ
し
で
し
た
が
、

私
た
ち
市
民
に
対
し
て
は
「
何
と

か
し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
強
い

意
志
を
持
っ
て
着
任
し
た
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
４
月
か
ら
休
診
し
て
い

た
内
科
外
来
診
療
の
待
ち
に
待
っ

た
再
開
と
あ
っ
て
、
西
都
市
民
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
西
都
児
湯
医

療
圏
の
皆
さ
ん
の
期
待
も
膨
ら
む

ば
か
り
で
す
。
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健
康
管
理
課
で
は
、
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
に
関
す
る
手
続
き
や
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

健
診
や
学
級
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

(

１)

妊
娠
し
た
ら

①
母
子
手
帳
交
付 

　

受
診
に
よ
り
妊
娠
が
確
認
さ
れ

た
ら
「
母
子
健
康
手
帳
」
の
交
付

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
母
子
健
康
手
帳
」
は
毎
週
火

曜
日
、
13
時
か
ら
（
受
付
13
時
30

分
ま
で
）
保
健
セ
ン
タ
ー
で
交
付

し
て
い
ま
す
。

②
妊
婦
健
康
診
査
助
成
券

　

県
内
の
医
療
機
関
で
健
診
に
使

用
で
き
る
助
成
券
14
枚
を
交
付
し

ま
す
。

※
必
ず
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
か

ら
交
付
さ
れ
た
も
の
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

③
ピ
ー
チ
く
ら
す(

両
親
学
級) 

　

安
心
し
て
出
産
・
育
児
が
で
き

る
よ
う
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂

入
れ
の
体
験
や

パ
パ
の
妊
婦
疑

似
体
験
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

(

２)

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら

①
出
生
届
の
提
出

　

出
生
届
の
提
出
時
に
、
健
康
管

理
課
で
育
児
や
予
防
接
種
な
ど
の

説
明
を
行
い
ま
す
。

　

市
役
所
以
外
で
出
生
届
を
出
さ

れ
た
方
に
は
資
料
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。 

②
低
体
重
児
だ
っ
た
時
は

　

赤
ち
ゃ
ん
の
生
ま
れ
た
と
き
の

体
重
が
２
５
０
０
グ
ラ
ム
未
満
の

場
合
、
低
体
重
児
出
生
届
を
健
康

管
理
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
新
生
児
訪
問

　

保
健
師
・
助
産
師
に
よ
る
新

生
児
訪
問
（
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重

測
定
な
ど
）
も

行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
管
理
課　

健
康
推
進
係　

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

み
ん
な
の
広
場

床
とこじま

島　真
まさ

紀
とし

さん
　今年の４月から、
　　　西都児湯医療センターの内科医として着任。

　

４
月
１
日
、
宮
崎
大
学
医
学
部

第
三
内
科
か
ら
の
派
遣
に
よ
り
、

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
の
内
科

医
と
し
て
着
任
し
た
の
が
床
島
真

紀
先
生
で
す
。

　

今
回
の
取
材
に
あ
た
り
「
こ
う

い
う
の
は
本
当
に
苦
手
な
ん
で
す

よ
」
と
照
れ
な
が
ら
話
す
床
島
先

生
。

　

学
生
時
代
に
は
武
道
を
し
て
い

た
そ
う
で
、
物
静
か
な
雰
囲
気
に

も
納
得
。

　

そ
ん
な
床
島
先
生
に
医
師
に
な

ろ
う
と
志
し
た
の
は
い
つ
か
ら
か

と
尋
ね
る
と
「
小
学
生
の
頃
か
ら

で
す
ね
」
と
語
り
ま
す
。
こ
ん
な

と
こ
ろ
か
ら
も
床
島
先
生
の
意
志

の
強
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
数
少
な
い
休
日
に
は
、平成 26年４月１日着任

西西

育
て
よ
う

育
て
よ
う

都
っ
子

都
っ
子

妊娠から
     出産 編
妊娠から
     出産 編

（
第
５
回
）

※
次
回
は
８
月
号
に
「
乳
児
編
」
を

　掲
載
予
定
で
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。
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校野球大会県予選で、妻高等学校野球部が 50 年ぶり
の決勝進出を果たしました。

　野球の練習はもちろん、早朝の奉仕活動や地域でのボラ
ンティア活動などにも積極的に取り組んできた野球部の皆
さん。キャプテンの池野純平さん ( ３年 ) は「部員はマネー
ジャーを含めて 23人と少ないのですが、決勝戦には在校生
がマイクロバスで応援に駆け付けてくれて、吹奏楽部も演
奏してくれました。西都市からもたくさんの方が応援に来
てくれたので、大きな舞台でしたが緊張せず、前向きに戦
うことができました」と、地元の応援に感謝していました。
　決勝戦では日南学園に惜しくも敗れましたが、準優勝と
いう結果に手応えを感じている様子。三塁ランナーコーチ
として的確な走塁判断で得点に貢献した長友耕平さん ( ３
年 ) は「少ないチャンスで点を取らなければ勝てません。今
後も点につながるような判断ができたらいいなと思います」
と話します。次の目標はやはり「県大会優勝、そして甲子
園での勝利」。夏の予選に向け、気を引き締めていました。

高

　わたしたちの学校、三財小中学校は、昨年
から小中一貫校になり、これまで以上に笑顔
が増えました。その理由は、一年中緑がきれ
いだからです。春には菜の花、秋にはコスモ
スが学校の周りにさき、みんなの顔にも笑顔
の花がさきます。花のお世話は、小中学生が
協力して行っています。
　また、ハイタッチ運動が始まり、さらに笑
顔が増えました。ハイタッチ運動は、校門で
あいさつをする時に小学生と中学生がハイ
タッチをしながら「おはようございます。」と
あいさつをするという運動です。する方もさ
れる方もとても気持ちがよくなります。そし
て、「今日も、一日がんばろう。」という気持
ちになります。わたしは、いつも自分も、笑
顔でハイタッチしようと、心がけています。
　笑顔は幸せの種です。三財小中学校に笑顔
の種をたくさんまいて、もっともっと楽しい
学校にしていきたいです。

 題名
　　『笑顔は幸せの種』

三財小学校６年　

小
こもり
森　ひかりさん  

 くろぎ　あさみちゃん
光照保育園・５歳

作品
 「わたしのかぞく」

航ちゃん、柊ちゃん、仲良し兄弟！
二人とも元気で優しい男の子になってね。
　(霧島：正晴さん・夕香さんの長男・次男 )

県立妻高等学校　野球部

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報をお待ちしています。
市総務課広報係まで　℡ 0983 - 43 - 1111　内線 3005・koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子

 
日
ひだか
髙　航

こうた
汰くん（平成23年    9月22日生）

　　　柊
しゅうた
汰くん（平成26年    1月 23日生）

みんなの広場.indd   2 14/04/21   13:55



 

■
日
時
＝
5
月
11
日
（
日
曜
）
8

　

時
〜

■
会
場
＝
西
都
原
運
動
公
園
陸
上

　

競
技
場

※
雨
天
時
は
屋
内
練
習
場

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
７
８

■
日
時
＝
５
月
17
日
（
土
曜
）
受

　

付
：
18
時
45
分
〜

※
雨
天
は
18
日
（
日
曜
）
に
延
期

■
集
合
場
所
＝
こ
の
は
な
館
前

■
料
金
＝
５
０
０
円
（
参
加
賞
あ

　

り
）

■
内
容
＝
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
勉
強
会

　

お
よ
び
鑑
賞
会
、
ク
イ
ズ
大
会

■
申
込
締
切
：５
月
９
日
（
金
曜
）

※
ホ
タ
ル
を
保
護
す
る
た
め
に
マ

　

ナ
ー
を
守
っ
て
観
賞
し
ま
し
ょ

　

う
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

　

会
事
務
局

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
２
１

■
日
程
＝
５
月
17
日
（
土
曜
）、　

　

18
日
（
日
曜
）
※
雨
天
延
期

■
会
場
＝
西
都
原
運
動
公
園
野
球

　

場
、清
水
台
総
合
公
園
野
球
場
、

　

西
都
西
地
区
運
動
場
野
球
場
、

　

杉
安
川
仲
島
公
園
野
球
場

■
開
会
式
＝
５
月
17
日
（
土
曜
）

　

８
時
30
分
〜
（
会
場
：
西
都
原

　

運
動
公
園
野
球
場
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
軟
式
野
球
連

　

盟
事
務
局
・
冨
山

　

℡
０
９
０-

９
４
８
７-

４
３
３
５

■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時

※
い
ず
れ
も
最
終
日
は
16
時
ま
で

■
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

端
午
の
節
句
展

■
期
間
＝
５
月
４
日
（
日
曜
）
ま

　

で
福
祉
器
具
の
展
示
・
説
明

■
期
間
＝
５
月
６
日
（
火
曜
）
〜

　

11
日
（
日
曜
）

﹁
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
西
都
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　油
絵
作
品
展

■
期
間
＝
５
月
13
日
（
火
曜
）
〜

　

18
日
（
日
曜
）

瑞
鵬
書
道
会
展

■
期
間
＝
５
月
20
日
（
火
曜
）
〜

　

25
日
（
日
曜
）

写
真
五
人
展

■
期
間
＝
５
月
27
日
（
火
曜
）
〜

　

６
月
１
日
（
日
曜
）

※
内
容
な
ど
変
更
に
な
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-
42-

０
０
２
７

　

地
球
環
境
問
題
に
自
ら
取
り
組

む
市
民
を
支
援
し
、
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
に
つ
い
て
、
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
者
＝

①
市
内
の
戸
建
住
宅
に
太
陽
光
発

　

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
予
定

　

の
方

②
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
設
置

　

さ
れ
た
市
内
の
建
売
住
宅
を
購

　

入
す
る
予
定
の
方

※
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
方
、
設

　

置
工
事
を
開
始
し
て
い
る
方
は

　

対
象
外
で
す
。

■
補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
＝
太
陽
電

　

池
の
公
称
最
大
出
力
ま
た
は
パ

　

ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
の
定
格

　

出
力
が
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の

　

も
の
で
、
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー

　

ル
お
よ
び
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ

　

シ
ョ
ナ
が
未
使
用
品
で
あ
る
も
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 ＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。
http://www.city.saito.miyazaki.jp

今月のイベント
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成
26
年
度

 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団  

入
団
式

 

ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

夢
た
ま
ご
～
５
月
の
催
し
～

第
34
回
宮
崎
県

　
　中
学
生
軟
式
野
球
大
会

●
● 

お
知
ら
せ 

●
●

住
宅
用
太
陽
光
発
電

 

シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る

　補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て

ヒ
メ
ボ
タ
ル
　鑑
賞
会

インフォメーション.indd   1 14/04/21   13:55



　

の
に
限
り
ま
す
。

●
補
助
の
要
件
＝

①
電
力
会
社
と
太
陽
光
発
電
か
ら

　

の
余
剰
電
力
受
給
契
約
を
締
結

　

し
、
平
成
27
年
２
月
末
日
ま
で

　

に
売
電
が
開
始
で
き
る
こ
と

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

●
補
助
金
額
＝

①
西
都
市
内
の
業
者
が
工
事
し
た

　

場
合
：
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り

　

２
万
円
（
上
限
８
万
円
）

②
西
都
市
外
の
業
者
が
工
事
し
た

　

場
合
：
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り

　

１
万
円
（
上
限
４
万
円
）

●
受
付
方
法
＝
総
合
政
策
課
ま
で

　

申
請
書
な
ど
を
直
接
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。
申
請

　

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
、

　

総
合
政
策
課
で
も
配
布
し
て
い

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

総
合
政
策
課
企
画
政
策
係　
　

　

℡
０
９
８
３-

32-

１
０
１
１

　

国
際
化
社
会
に
対
応
す
る
人
材

の
育
成
を
目
的
に
、
向
学
心
に
富

み
、
国
際
交
流
に
係
る
海
外
渡
航

を
希
望
す
る
者
（
小
学
生
か
ら
大

学
生
ま
で
）
の
保
護
者
に
対
し
て

資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

■
貸
付
条
件
＝
保
護
者
が
本
市
に

　

居
住
し
て
い
る
（
居
住
す
る
）

　

こ
と

■
貸
付
額
＝
40
万
円
以
内

■
年
度
定
員
＝
７
人

■
貸
付
利
率
＝
正
規
の
期
間
内
の

　

償
還
で
あ
れ
ば
無
利
息

■
償
還
方
法
＝
貸
付
を
受
け
た
翌

　

年
度
か
ら
４
年
以
内
に
償
還　

※
毎
年
５
月
、
８
月
、
11
月
、
２

　

月
の
末
日
ま
で
の
均
等
償
還

■
申
込
期
限
＝
随
時
受
付

■
そ
の
他
＝
国
際
交
流
資
金
は
丸

　

山
嘉
夫
様
の
寄
附
金
が
充
て
ら

　

れ
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
教
育
政
策
課

　

℡
０
９
８
３-
43-
３
１
０
６

自
動
車
税
は
納
期
限
内
に

　

自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在
、

宮
崎
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

金
融
機
関
ま
た
は
県
税
・
総
務

事
務
所
の
ほ
か
、
各
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
も
自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
税
通
知

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
６

月
２
日
（
月
曜
）
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
５
月
中
旬
ま
で
に
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
と
き
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
の
た
め
に
使
用
す
る

自
動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
６
月
２
日

（
月
曜
）
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

高
鍋
県
税
・
総
務
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

23-

０
２
１
３

　

平
成
26
年
度
軽
自
動
車
税
減
免

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
減
免
の
申
請

を
さ
れ
る
方
は
、
必
要
書
類
を
添

え
て
５
月
23
日
（
金
曜
）
ま
で
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
24
〜
25
年
度
に
減

免
の
申
請
を
さ
れ
た
方
は
、
別
途

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
内
容
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

の
要
件
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合

■
必
要
書
類
＝
①
軽
自
動
車
税
減

　

免
申
請
書
（
税
務
課
に
あ
り
ま

　

す
）、
②
運
転
免
許
証
、
③
自

　

動
車
検
査
証
（
車
検
が
あ
る
も

　

の
）、
④
納
税
通
知
書
（
５
月

　

上
旬
発
送
）、
⑤
申
請
者
（
納

　

税
義
務
者
）
の
印
鑑
、
⑥
障
が

　

い
を
証
明
す
る
も
の
（
身
体
障

　

害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

　

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

　

保
健
福
祉
手
帳
な
ど
）

生
計
同
一
者
が
運
転
す
る
場
合

■
必
要
書
類
＝
①
〜
⑥
、⑦
通
院
・

　

通
学
を
証
明
す
る
も
の（
病
院
・

　

学
校
が
交
付
す
る
も
の
）

※
生
計
同
一
者
：
障
が
い
者
の
方

　

と
日
常
生
活
を
共
に
し
て
い
る

　

親
族
（
配
偶
者
、
血
族
６
親
等

　

以
内
、
姻
族
３
親
等
以
内
）

19　May 2014 広報さいと
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軽
自
動
車
税
の

　
　
　
　
　減
免
に
つ
い
て

丸
山
国
際
交
流
資
金
貸
付

　
　
　
　
　
　の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
税
お
よ
び

　
　
　
　
　減
免
に
つ
い
て
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常
時
介
護
す
る
者
が

　
　
　
　
　
　
　運
転
す
る
場
合

■
必
要
書
類
＝
①
〜
⑥
、
⑧
福
祉

　

事
務
所
の
交
付
す
る
﹁
軽
自
動

　

車
税
等
に
係
る
常
時
介
護
証
明

　

書
﹂

※
常
時
介
護
す
る
者
：
障
が
い
者

　

な
ど
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

　

に
お
い
て
、
通
院
・
通
学
な
ど

　

の
た
め
に
障
が
い
者
所
有
の
軽

　

自
動
車
を
継
続
し
て
日
常
的
に

　

運
転
す
る
者

■
そ
の
他
＝
自
動
車
税
減
免
と
軽

　

自
動
車
税
減
免
を
重
複
し
て
受

　

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

税
務
課
市
民
税
係

　

℡
０
９
８
３-

32-

１
０
０
９

　

西
都
市
情
報
公
開
条
例
第
18
条

お
よ
び
西
都
市
個
人
情
報
保
護
条

例
第
50
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
西

都
市
の
平
成
25
年
度
の
情
報
公
開

制
度
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
制
度

の
運
用
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表

し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

■
公
文
書
の
開
示
の
請
求
件
数
、

　

開
示
な
ど
の
決
定
件
数

①
開
示
の
請
求
件
数
＝
33
件

②
開
示
な
ど
の
決
定
件
数

　

・
全
部
開
示
＝
29
件

　

・
部
分
開
示
＝
４
件

　

・
不
開
示
＝
0
件

　

・
不
存
在
＝
0
件

　

・
拒
否
＝
０
件

③
不
服
申
立
て
件
数
＝
０
件

個
人
情
報
保
護
制
度

■
個
人
情
報
の
開
示
請
求
・
訂
正

　

請
求
・
利
用
停
止
請
求
の
件
数

①
開
示
請
求
の
件
数
＝
３
件

②
開
示
な
ど
の
決
定
件
数

　

・
全
部
開
示
＝
０
件

　

・
部
分
開
示
＝
３
件

　

・
不
開
示
＝
0
件

　

・
不
存
在
＝
0
件

　

・
拒
否
＝
０
件

③
訂
正
請
求
の
件
数
＝
0
件

④
利
用
停
止
請
求
の
件
数
＝
0
件

⑤
不
服
申
立
て
件
数
＝
０
件

※
市
役
所
正
面
玄
関
横
の
情
報

　

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
情
報
公
開
に

　

関
す
る
相
談
や
請
求
を
受
け
付

　

け
て
い
る
ほ
か
、
行
政
資
料
な

　

ど
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

総
務
課
行
政
係

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
１
２

消
費
生
活
無
料
相
談
︵
要
予
約
︶

■
日
時
＝
５
月
13
日
（
火
曜
）
13

　

時
〜
16
時

※
次
回
は
６
月
３
日
（
火
曜
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
健
康
相
談

■
日
時
＝
５
月
13
日
（
火
曜
）
９

　

時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
内
容
＝
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

　

る
健
康
相
談
、
血
圧
・
体
重
・

　

体
脂
肪
測
定
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
５
月
13
日
（
火
曜
）
13

　

時
30
分
〜
16
時

※
相
談
時
間
は
１
人
25
分
ま
で

■
定
員
＝
６
人

※
市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

■
会
場
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
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 ＊お知らせ＊
市役所の代表電話　0983(43)1111
               ＦＡＸ　0983(43)2067
http://www.city.saito.miyazaki.jp

 ※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
５
月
25
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-
43-
１
０
６
１

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
５
月
30
日
（
金
曜
）
10

　

時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

行
政
相
談

■
日
時
＝
６
月
12
日
（
木
曜
）
10

　

時
〜
12
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

交
通
事
故
相
談
︵
要
予
約
︶

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

県
内
一
斉
消
毒
の
日

■
期
日
＝
５
月
20
日
（
火
曜
）

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。

　

消
毒
の
徹
底
は
家
畜
衛
生
対
策

の
基
本
で
す
。
飼
養
衛
生
管
理
基

準
を
守
り
日
本
一
安
全
・
安
心
な

畜
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
政
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
５
月
30
日
（
金
曜
）
９

　

時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
19
年
５
月
２
日

　

〜
６
月
１
日
生
ま
れ
の
国
民
健

　

康
保
険
の
方
、
昭
和
14
年
６
月

　

１
日
〜
６
月
30
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日　

13
時
〜

　

13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

今
月
の
納
期

　

６
月
２
日
は
、
軽
自
動
車
税
と

保
健
税
第
１
期
の
納
付
期
限
で

す
。

　

口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

納
期
内
の
納
入
を
お
ね
が
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１
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ＮＦＯMＡＴＩＯＮＩ

休日在宅医

日月 曜 病院名 電話番号主な診療科目
休日在宅医は変更になることがあります。事前に電話でご確認ください。

大塚皮膚科医院 43-5234５ ３ 土
日

火
月

４
５
６
11 日

図師医院
宇和田胃腸内科
児玉内科クリニック
いわみ小児科医院

内科

皮膚科
内科・外科
胃腸科・内科

小児科

43-0055
42-0111
43-1777
42-1500

18
25 日
日 鶴田病院
さいとう耳鼻咽喉科医院

外科・内科
耳鼻咽喉科

42-3711
43-4311

そ
の
他

インフォメーション.indd   4 14/04/21   13:55
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 人の動き ( 平成26年４月１日現在 )
■人　口　31,168 ( -158)　■男　   14,634 ( - 76)
■世帯数　12,172 ( +  17)   ■女　　16,534 ( - 82)
■転入 185   ■転出   325    ■出生  19  ■死亡   37
■高齢化率 (65歳以上 )　31.75％

COOKING
 

あくまき

 ｒｅｃｉｐｅ
●材料 (16 人分 ) ／もち米 1.8kg、あく汁 1.8 リッ
トル、竹の皮 16枚、きな粉、砂糖
●作り方／
①よく洗ったもち米をあく汁に一昼夜漬ける。竹の
皮も水に漬けておく。②柔らかくなった竹の皮を
20cmくらいの筒状にして、あく汁から水切りした
もち米を16本に分けて包み、２～３カ所ひもで縛る。
③お釜にあくまきを並べ、残り汁にかぶるくらいの
水を加え、３時間くらい水を足しながら炊く。④出
来上がったあくまきを切って、きな粉や砂糖をまぶ
して食べる。

３月号プレゼント「本部はにわ製作所の『素焼きのはにわ』」
の当選者です。おめでとうございます。　　　　 
　　　　　　日下部　翔 さま  　（  右　松  ）
　　　　　　結城　千代子 さま  （  三　宅  ）  
　　　　　　村井　常久 さま 　 （  都於郡  ）

 PRESENT（株）タカヒラの
「みやざきマンゴーの笑顔」

このはな館に（株）
タカヒラが出品して
いる「みやざきマン
ゴーの笑顔（ホイル
焼きケーキ）」を３人
の方にプレゼントし
ます。
 プレゼント応募方法
　このコーナーは、西都市観光協会の提供により行われて
います。はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と
広報紙に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記ま
でご応募ください。締切は５月31日(当日消印有効)です。
当選者には後日連絡します。宛先＝〒881-8501　西都市
総務課「地場産品もらっちゃおう5月号」係。または、Ｅ
メール：koho@saito-city.jp まで。
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うめもん豆 知識

大豆
●黄大豆や黒大豆、青大豆などた
　くさんの種類がある
●たんぱく質やビタミン類、油脂
　などを含み『畑の肉』や『豆の王』
　と呼ばれるほど栄養が豊富
●炒って粉にした『きな粉」や納
　豆菌を混ぜて発酵させた『納豆』
　など多様に利用されている

BOOKS

姉の失踪から 13年・・・
亀裂から溢れ出てくる
記憶の苦しみ・・・
心の中の違和感・・・
真偽の境界線から逃れ
られない妹。
「価値観」を激しく揺
さぶる待望の長編ミス
テリーです。

足し算引き算ができれ
ば生きていけると思っ
ている子ども、そして
そのまま大きくなった
大人。
算数は苦手で、できな
い・・・実は、算数に
は意味があります。苦
手な算数を克服しませ
んか？算数の楽しさを
知ってみませんか？

 『豆の上で眠る』
湊　かなえ／著

　　   　　新潮社

 『算数が好きになる本』
　　　芳沢　光雄／著　　　

　　講談社

 ●オススメの本

市長のページ.indd   1 14/04/21   13:57
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90
年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
本

市
の
県
立
妻
高
等
学
校
に
は
現

在
、
普
通
科
が
３
ク
ラ
ス
と
福
祉

科
が
１
ク
ラ
ス
あ
り
ま
す
。近
年
、

少
子
化
や
市
外
の
高
校
へ
の
流
出

に
よ
っ
て
生
徒
数
の
減
少
が
み
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近

で
は
受
験
の
志
願
倍
率
も
高
ま
り

活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
大
学
進
学
実
績
を
見

る
と
、
国
公
立
合
格
者
が
36
人
と

お
隣
の
高
鍋
高
校
と
並
び
ま
し

た
。
ま
た
、
文
化
活
動
に
お
い
て

も
女
声
合
唱
部
が
県
並
び
に
九
州

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞

さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
面
で
も
『
常
勝
』

弓
道
部
が
県
大
会
で
優
勝
す
る
な

ど
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
野
球
部
が
春
の
九
州

高
校
野
球
大
会
県
予
選
に
お
い

て
、
50
年
ぶ
り
と
な
る
決
勝
進
出

を
果
た
し
ま
し
た
。
優
勝
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
甲
子
園
出
場

も
夢
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

西
都
商
業
高
校
に
お
い
て
も
創

立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
伝
統
あ

る
高
校
で
、
商
業
科
と
経
営
情
報

科
の
２
つ
の
コ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ

専
門
的
な
知
識
と
技
術
の
習
得
に

励
ん
で
お
ら
れ
、昨
年
度
の
就
職
・

進
学
内
定
率
が
１
０
０
％
と
こ
れ

も
ま
た
大
変
素
晴
ら
し
い
成
果
を

上
げ
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、口
蹄
疫
発
生
直
後
の
中
、

平
成
23
年
春
の
甲
子
園
出
場
に
あ

と
一
歩
ま
で
迫
っ
た
西
都
商
野
球

部
の
快
進
撃
も
皆
さ
ん
の
記
憶
に

新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
高
校
独
自
の
努
力
の

た
ま
も
の
と
存
じ
ま
す
が
、
全
市

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る『
小
・

中
・
高
連
携
教
育
』
や
『
高
校
の

活
性
化
を
考
え
る
会
』
な
ど
の
活

動
も
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
今
後
も
み
ん

な
で
本
市
に
あ
る
妻
高
校
お
よ
び

西
都
商
業
高
校
の
県
立
高
校
２
校

の
活
性
化
に
向
け
て
関
心
を
持

ち
、
精
一
杯
の
支
援
を
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

　

４
月
の
定
期
人
事
異
動
で
広

報
係
に
仲
間
入
り
い
た
し
ま
し

た
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
西
都
な
の

に
、
取
材
に
行
っ
て
み
る
と
知
ら

な
か
っ
た
場
所
、
話
し
た
こ
と
の

な
い
方
々
と
た
く
さ
ん
出
会
う
こ

と
が
で
き
て
楽
し
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
へ
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
お
邪
魔
す
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の
知
っ

て
い
る
西
都
の
魅
力
、
み
ん
な
に

知
っ
て
ほ
し
い
ス
テ
キ
な
情
報
な

ど
、
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
た
）

橋
田
和
実

ちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

地
元
高
校
の
躍
進
に
賞
賛

さて、ここはどこでしょう？

準決勝戦前の妻高野球部員を激励！
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滝一郎の
ちょっとちょっと

第 23回
　ススキ

都
市
穂
北
か
ら
、
北
に
10
㎞

の
山
道
を
上
り
つ
め
た
と
こ

ろ
に
穂
北
小
学
校
久
野
分
校
が

あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
１
年
か
ら
６

年
ま
で
10
名
の
子
ど
も
が
い
て
、

数
㎞
の
山
道
を
歩
い
て
勉
強
に

や
っ
て
来
た
。
一
番
遠
い
樫
（
か

し
）
と
い
う
所
か
ら
や
っ
て
く
る

広
明
は
、
日
の
短
い
冬
に
な
る
と

懐
中
電
灯
を
持
っ
て
学
校
に
来

た
。
そ
の
途
中
に
は
大
き
な
山
が

２
つ
あ
っ
て
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

の
一
人
歩
き
は
大
変
で
あ
っ
た
。

夕
暮
れ
時
の
ス
ス
キ
の
原
に
は
キ

ツ
ネ
が
出
て
き
て
寂
し
か
っ
た
。

　

ア
ラ
ラ
ギ
派
の
詩
人
芳
賀
日
出

男
さ
ん
の
詩
が
あ
る
。

　

ま
ど
か
な
る
草
山
こ
こ
に
起
伏

し
て
す
す
き
か
が
よ
う
日
の
入
る

方
に

　

ス
ス
キ
と
一
口
に
言
う
が
、
そ

の
花
の
色
は
ま
ち
ま
ち
で
、
白
・

黄
・
エ
ビ
色
と
実
に
千
変
万
化
で

あ
る
。
た
め
し
に
西
都
原
の
ス
ス

キ
の
カ
ラ
ー
写
真
を
撮
っ
て
み
た

ら
、
五
十
枚
が
五
十
枚
全
部
色
が

違
っ
て
い
た
。
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な

色
を
し
た
花
が
実
に
な
る
と
、
一

様
に
白
一
色
の
オ
バ
ナ
に
な
っ

て
、
空
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
穂
北

野
の
夕
日
に
輝
く
オ
バ
ナ
が
こ
と

の
ほ
か
美
し
か
っ
た
。

　

県
内
で
は
「
え
び
の
高
原
」
の

ス
ス
キ
が
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
は

韓
国
岳
登
山
口
近
く
に
あ
る
硫
黄

山
か
ら
噴
き
出
し
て
く
る
煙
の
中

に
二
酸
化
硫
黄
（
亜
硫
酸
ガ
ス
）

が
含
ま
れ
て
い
て
、
雨
や
露
で
ス

ス
キ
が
ぬ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二

酸
化
硫
黄
が
水
に
溶
け
て
亜
硫
酸

に
な
り
、
さ
ら
に
酸
化
さ
れ
て
希

硫
酸
に
変
わ
る
。
細
胞
内
に
含
ま

れ
て
い
る
ア
ン
ト
シ
ア
ン
（
花
青

素
）
が
変
化
を
起
こ
し
て
ス
ス
キ

が
赤
色
に
な
り
、
こ
と
の
ほ
か
美

し
い
。
こ
れ
が
「
え
び
の
」
の
由

来
で
あ
る
。

　

ス
ス
キ
と
は
、
イ
ネ
科
の
多
年

草
、
土
手
・
荒
地
な
ど
に
し
ば
し

ば
大
群
落
を
作
り
、
オ
バ
ナ
と
称

し
、
秋
の
七
草
の
一
つ
で
あ
る
。

茎
葉
は
屋
根
を
葺
く
の
に
用
い

る
。

　

私
は
子
ど
も
時
代
、
こ
の
カ
ヤ

葺
き
屋
根
の
家
に
住
ん
だ
。
目
を

閉
じ
る
と
、
囲
炉
裏
端
で
聞
い
た

昔
話
が
、
走
馬
灯
の
よ
う
に
浮
か

ん
で
く
る
。

　　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）
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